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ฏ ��݄̐̍に障害ऀࠩผ解ফ๏がスλʔτしました。
この๏は、障害の༗ແにΑって分ִ͚てらΕることなく、おޓいに、
ͦの人らしさをೝめ合いながら、ڞに生きるࣾ会をつくることをࢦしています。

障害ऀࠩ
ผ解ফ๏

って知っていますかʁ

障害のある人とは

障害者差別解消法で定めているのは
この๏では、障害を理༝とするʮෆなࠩผతऔѻいʯをࢭېし、障害のある人の
ʮ合理తྀのఏڙʯをٻめています。

「不当な差別的取扱いの禁止」とは

ॴձࣾɾ͓ళͳͲ͕ɺ障害のあるਓに

ରͯ͠ɺ障害͕あることͰ障害のͳ͍ਓと

ҧ͏ѻ͍をすることを͍ͯ͠ࢭې·すɻ

「合理的配慮の提供」とは

ॴձࣾɾ͓ళͳͲ͕ɺ障害のあるਓ

͕障害ࣾձのόϦΞに͍ͯͬࠔる࣌にɺ

ͦのਓの障害に߹ͬͨඞཁͳɺ

ΓํをすることͰすɻ

※マンガで紹介している事例は一例です。相手や場面によって必要な配慮などが異なります。

ͬͦ͘͞ϚϯΨをಡΜͰΈΑ͏ʂʂ

障害ऀखாを持っている人だ͚でなく、
障害やࣾ会のバϦΞʢݐや੍などʣ
にΑって生活をૹることがしくなって
いるすての人です。
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ൃୡ障害のあるਓ
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→しなければならない※
※障害を理由とする差別の解消を進めていくため、令和６年４月１日から、会社・お店なども
　必ず合理的配慮をすることになりました。
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この法律は、役所や会社・お店などについて、障害のある人に
対する「不当な差別的取扱い」を禁止し、障害のある人には必
ず「合理的配慮」をすることを義務づけています。
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は、ॻྨの༰をಡみ্࣌に障害のある人にใをえる֮ࢹ
͛てઆ໌するなどのがඞཁです。
また、ʮͦΕʯʮあΕʯʮこっちʯなどのޠࣔࢦではなく、ʮあな
たのਖ਼面ʯʮ˓˓くらいの大きさʯなど۩体తにઆ໌すると
理解しやすくなります。
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聴覚に障害のあることを表す
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ௌ֮に障害のある人とのίϛϡχέʔγϣϯには、ख話、චஊ、
口話など༷々なํ๏があります。ௌ֮に障害のある人のଟくは、
どΕか一つのํ๏だ͚でなく、૬खや場面にΑってみ合Θせ
てっています。どのΑうなํ๏がྑいかຊ人に֬ೝ
することがॏཁです。
　˞口話ɿ口の動きをݟて、ݴ༿を理解すること。
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車いすを༻している場合など、ߴいॴにखのಧかない人にର
して、ඞཁにԠじて、ਤॻやύϯϑϨοτなどをऔってखす
ことや、ύϯϑϨοτなどをいҐஔにஔすることは、合理త
ྀのఏڙの一つとして考えらΕます。
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やௌ֮など、体に障害のある人の生活のおखいをする֮ࢹ
ʮಋݘʯɾʮௌಋݘʯɾʮհॿݘʯのことをʮ体障害ऀิॿݘʯ
といいます。ิॿݘのಉは、ʮ体障害ऀิॿݘ๏ʯで、電車
やバス、たくさんの人がར༻するࢪۀઃやҿ৯店
など、༷々な場ॴでड͚ೖΕるΑう͚ٛͮらΕてい
ます。
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知త障害のある人にใをえる࣌は、ゆっくり、ていͶいに、
分かりやすく話すことがඞཁです。また、お知らせやࢿྉは、
やϨΠΞݱをগなくして;りがなをৼる、分かりやすいදࣈ
τにをするなどのྀをすることで、理解しやすくなる
場合があります。
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ϔϧϓϚʔΫは、ٛや人ؔઅを༻している人、෦障害
や病の人、知త障害やਫ਼ਆ障害のある人など、֎ݟからは分
からなくてもॿ͚やྀをඞཁとしていることをपりの人に知
らせることができるϚʔΫです。ϔϧϓϚʔΫをに
つ͚た人をݟか͚たら、ࢥいやりのある行動をしま
しょう。
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ਫ਼ਆ障害のある人は、౷合ࣦௐや気分障害などのਫ਼ਆ࣬ױに
Αって、スτϨスにऑかったり、ർΕやすかったり、生活のし
ͮらさを๊えています。దなྍ࣏やपりの人のྀにΑって
ঢ়をίϯτϩʔϧすることができます。
また、࣍ߴػ障害、ൃୡ障害、病などもݟたには分か
りにくい障害です。
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お店や病院、電車やバスなど、生活の色々な場面において障害
のある人と出会うことがあります。色々な障害について知って、
たくさんの人と話をして、理解し合いましょう。一人ひとりの
行動が広がり、やがては地域全体を変える大きな力に
なります。自分に何ができるかを考えて、勇気を持っ
て行動してみましょう。
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